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会議録 

 

１． 開会 

２． 話題 

（市長） 

皆さん、こんにちは。今日は今年度第 2 回目の定例会ですが、このようにお集まりいた

だきましたことを心からお礼を申し上げたいと思います。 

まず、冒頭にご報告させていただきます。今月 18 日、市内ホテルにてラピダス社のカ

スタマーイベントが開催され、本市美々ワールドの「IIM-1」で製造された試作ウエハー

のお披露目があり、さらに、「２ナノメートル GAA トランジスタの動作を確認した」との

発表がされたところであります。私も、この歴史的なイベントに地元市長として出席させ

ていただきましたが、日本の半導体産業復活のロードマップにおいて、また１歩重要なマ

イルストーンを達成したことに対し、ラピダス社をはじめ関係者の皆さまに、改めて心か

ら敬意を表する次第です。 

令和５年２月 28 日に、ラピダス社が本市に立地を表明されてから２年 4 か月が経ち、

その間、市といたしまして、インフラ整備をはじめ、様々な取組にスピード感をもって進

めてきたところです。今後、最も重要なステップであります２年後の「量産化」に向け

て、本市においては、引き続きインフラ整備や、新たな約 45 ヘクタールの工業団地の造

成を進めるなど、地元自治体として、国や北海道と連携しながら、周辺環境の整備をしっ

かりと進め、地元自治体としてこのプロジェクトに全力で取り組んでまいります。 

それでは、続きまして、次第にあります 4 つの項目についてお話をさせていただきま

す。 

 

（1） 子ども医療費無料化の拡大に伴う子育て世代の負担軽減について 

まず 1 つ目は、子ども医療費無料化の拡大に伴う子育て世帯の負担軽減についてです。

私たちのこれまでの子ども医療費無料化の取り組みについて少し説明させていただきます

が、子育て環境の充実を図るため、平成 20 年 8 月に小学校 1 年生から 3 年生までの通院

を拡大し、平成 30 年 8 月からは 3 歳から 6 歳までの通院と入院を原則無料にするととも

に、新たに中学生の入院を対象としてきました。また、令和５年８月からは、小学校６年

生までの通院、入院まで拡大し、北海道が定める補助基準を上回る公費負担により、対象

年齢や助成内容の充実を図ってきたところです。 

今回、本市では、今年の 8 月 1 日からですが、子育て世帯の経済的支援をさらに進める
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ため、子ども医療費助成の所得制限を撤廃するとともに、助成対象を拡大し、高校生世

代、これは 18 歳になる年度末ということですが、その月までの通院入院に係る医療費自

己負担額を原則無料化してまいります。6 月末現在における受給者対象者数は 1 万 325 人

ですが、所得制限の撤廃と高校生世代まで対象を拡大することによりまして、2500 人程

度の追加を見込んでおり、合計約 1 万 3,000 人の子どもの医療費が原則無料化となりま

す。本市におきましては、生まれてから成人するまでの間、切れ目ない支援により、全て

の保護者が子どもの医療費について経済的な不安を抱くことなく子どもと向き合えるよ

う、子育て環境の充実を図ってまいります。 

 

（2） 千歳市こども誰でも通園制度について 

次に、２点目です。千歳市子ども誰でも通園制度について説明させていただきます。保育

所などへの通園の有無にかかわらず、乳幼児期の全ての子どもの育ちを応援し、全ての子育

て家庭に対する支援を強化することは極めて重要であり、社会の様々な人が関わり、社会全

体で子育てを支えることが求められているところです。そのため、国では全ての子どもに良

質な成育環境を整備するとともに、保護者の多様な働き方やライフスタイルに対応した形

での支援を強化するため、子ども誰でも通園制度を新たに創設しました。本制度につきまし

ては、令和 8 年度から全国の全ての自治体で本格実施されることとなりますが、本市では、

保護者のニーズや実施上の課題を整理するため、令和 7 年 8 月から先行実施いたします。 

本制度の対象者は、千歳市の住民基本台帳に登録され、保育所や認定こども園などに通っ

ていない０歳６か月から満２歳までの子どもとしています。子ども１人につき月 10 時間ま

で利用が可能となっております。また、利用料金につきましては、子ども１人につき、１時

間当たり 300 円となります。 

令和７年度の実施施設でありますが、株式会社小恵樹（こえき）が運営する「こだま保育

園」、社会福祉法人 千歳社会福祉協会が運営する「認定こども園向陽台」の２つの施設とな

ります。 

 なお、実施施設については、今年度の早期の拡大に向けて、現在も事業者と協議を進めて

おり、さらなる供給体制の確保に努めてまいります。本市は、年間の転出入者が多いまちで

あり、身近に相談できる親族や知人がいないことで、特に母親が孤立しやすい傾向にあると

言われております。本制度を利用していただくことで、子育てに関する孤立感や不安感の解

消につなげていただくとともに、子どもとの新たな関わり方を知り、子どものより良い成長

発達を促すきっかけとしていただきたいと考えております。 
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（3）千歳市高齢者補聴器購入費等助成事業の概要について 

続きまして、3 点目です。千歳市高齢者補聴器購入費等助成事業について説明させてい

ただきます。本事業は、今年の 3 月 10 日に施行しました千歳市コミュニケーション並び

に情報の取得及び利用のための多様な手段の利用促進に関する条例、いわゆるコミュニケ

ーション条例の取り組みの一つとして実施をするものです。聴力機能の低下により日常生

活に支障がある中等度難聴の高齢者に対して、補聴器の購入費用等の一部を助成すること

で、補聴器の利用を促進するとともに、社会参加や地域交流を支援し、認知症や虚弱状態

の予防を図るため、令和 7 年 8 月 1 日から開始いたします。 

事業内容につきましては、対象者を市内に居住し、かつ、住民票の登録がある満 65 歳

以上の方、両耳の聴力レベルが 40 デシベル以上 70 デシベル未満で、聴覚障害に係る身体

障害者手帳の交付対象とならない方、聴力の低下のため日常生活に支障があること及び補

聴器の装着が必要であることについて、耳鼻咽喉科の医師の証明を受けている方のすべて

に該当する方とし、補聴器の購入に要する費用及び耳鼻咽喉科の医師による意見書の作成

料を助成対象経費とします。助成額につきましては、助成対象経費の 2 分の 1、5 万円を

上限として、多くの方が本制度を活用し、補聴器の利用が促進されるよう、一人につき一

回限りの助成としているところです。本事業は、新たな取り組みであることから、広報紙

及び市の公式ホームページに掲載するほか、地域包括支援センターや市内の居宅介護支援

事業所へも周知をしており、広く市民に対して本事業の活用を促してまいりたいと考えて

おります。 

 

（4）火災特別警戒の実施について 

最後に 4 点目になりますが、火災特別警戒の実施について、ご説明いたします。 

本市では、これまでも市民の皆さまに対し、火災予防に関する各種広報を積極的に実施

しておりますが、今年１月から６月までの上半期においては 20 件の火災が発生してお

り、昨年同期の 12 件と比較しても多い状況であります。また、火災の種別では建物火災

が 15 件と最も多く、そのうち 3 件の火災で 4 名の方の尊い命が奪われているところで

す。改めて火災で犠牲になられた方々に哀悼の意を表しますとともに、ご遺族の皆様に謹

んでお悔やみを申し上げたいと思います。 

こうした状況を踏まえて、これまでも行っていますが、6 月 20 日から 8 月 31 日までの

間は、火災特別警戒として、消防関係団体などと連携した広報活動を始め、集合住宅にお

ける住民と消防との連携訓練、火災予防に関する出前講座の実施、市内の巡回体制を強化
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するなど、火災の発生防止と被害の軽減に向けて様々な取り組みを進めています。 

 市民の皆様には、大切な命と財産を火災から守るために、今一度、ご家庭の火の元の確

認と住宅用火災警報器や消火器の設置点検をお願いするとともに、夏休みに入り、これか

らお盆の時期を迎え、花火遊びやローソクなどで使用する機会も増えてきますことから、

火の取り扱いには十分注意していただき、火災のない安全安心なまちづくりに引き続きご

協力をお願い申し上げます。 

 

私からは以上であります。  

 

3．質問及び意見交換 

（記者） 

子ども医療費助成の所得制限の撤廃は今年度の目玉事業の一つだと思いますが、市長の公

約でもあり、いよいよ開始されるにあたって市長からのコメントをいただきたい。 

 

（市長） 

千歳市としては、かねてから「子育てするなら千歳市」というキャッチフレーズを掲

げ、道内でも若いまちということもあり子育て支援に力を入れてきました。そういった中

で子どもに関する医療費や保育費の支援に関しては多くいただく要望の一つであり、高校

生世代までの無償化と所得制限撤廃を実現できたことは大変嬉しく思っており、子育て世

代をはじめ、市民の皆さんに広く周知いただければと思っています。 

 

（記者） 

午前中に起きたカムチャッカを震源とする大地震について千歳市は何かしらの影響が起

きているのでしょうか。 

 

（市長） 

現在、市内においては特段影響を受けているという報告はありませんが、千歳市におけ

る津波の影響を確認する問い合わせは受けたとのことでした。震源地から千歳市は離れて

いるものの、マグニチュードのエネルギーは相当高く、近隣では苫小牧市に津波が到達し

ているとの報道もありましたので、今後も行政機関の情報というものを注意深く聞いてい

ただき、適切な行動をとっていただきたいと思っております。 

 



5 

 

（記者） 

今回撤廃する子ども医療費助成の所得制限の基準はどのようなものだったのでしょうか。 

 

（市民環境部長） 

児童手当の所得制限をベースに設計された基準となっておりまして、児童手当の所得制

限は昨年の 10 月に撤廃していますが、その旧基準をもとに設定されておりました。制限

開始が年収ベースで 960 万円などとなっておりました。本市においてはそういった児童手

当の所得制限を全て撤廃した中で、子ども医療費の完全無料化が実現するということにな

ります。 

 

（記者） 

 火災の件について昨年に比べると倍以上に火災が発生しているということですが、原因

として昨年の火災が少なかったのか、それとも何か突出した火災原因があるのか、そういっ

た火災発生にかかる分析は進んでいるのでしょうか。 

 

（市長） 

火災原因について、まず亡くなった方がいらっしゃる 3 件については、最終的な原因確

定に至っていないケースもあるとの報告を受けています。その他の火災についてはかなり

様々な原因が輻輳しており、タバコであったり、他の原因であったりと色々なケースがあ

ると聞いております。経年的にどうであったかは消防長から説明します。 

 

（消防長） 

 ここ５年間では年間 30 件前後のペースで発生していたのですが、今年はもう既に上半

期で 20 件ということで、単純に計算するとこのままでは年間 40 件ペースになってしまう

ため、我々消防としても大変危機感を抱いております。そういった中で特別警戒という形

で市民の皆様に対応を訴えていきたいと考えています。 

 火災原因については市長が話したように本当に様々な原因がありまして、特にこれが主

原因ということではなく、タバコやコンロ、電気設備ですとか、突出した原因というのは

傾向としては見られません。 
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（記者） 

先日の苫小牧市長の定例会見でも話題になっていた日ハム２軍誘致の件について、千歳

市は球団側と候補地や条件などの協議をするなど進展は何かありますでしょうか。 

 

（市長） 

この件については報道いただいているようにそれほど大きな進展というものはないです

が、条件や色々な課題があることについて、日ハム側と情報交換を行っているという段階で、

それを今整理している状況です。 

 

（記者） 

アメリカの関税について、北海道では自動車部品で影響が出ていると北海道米国関税対

策会議でも取り上げられていたが、８月１日から 15%の追加関税される予定となってい

るなかで、千歳市内での影響について、これまでの影響と、追加関税された場合の影響を

どう見るか伺いたい。 

 

（市長） 

これまでどういう影響があるかというのは、具体的にはまだ聞いている段階にはありま

せんが、いずれにしても、問い合わせやご相談があった場合は、国や道の窓口に適切にし

っかりとつなげて、一緒になってこれを確認していきたいと思っています。 

また、今回 25%から 15%に関税が下がった半導体についても、今後まだまだ確認しな

ければなりませんが、関税全体についても、報道にありますように全体像含めてはっきり

しない部分もありますし、業種毎にどのような影響があるのか、メーカー、生産者から

様々な段階に応じての影響をよく確認する必要があると思いますので、それに応じた対策

を国にしっかり行っていただくように、必要に応じて私たちも市長会などの組織を通じて

お願いする場合もあるかと思います。 

 

（記者） 

日ハムの２軍拠点誘致について、千歳市としては誘致したいのか、あるいはその熱意が

ないのかどちらなのか。ラピダスの本格稼働が始まると、関連会社の進出も含めて千歳市

に住んで勤める人も増えて人の流れが大きく変わり、なかなか日本ハム球団が求めるまと

まった土地を確保するのは千歳市には難しいのではないか。工業団地も作らなければなら

ない一方でボールパークを作る余力があるのかというのは、少し失礼な言い方だが日ハム
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誘致は厳しいのではないかと傍から見ていて感じるのですが、どうでしょうか。 

 

（市長） 

決して誘致に後ろ向きではないですし、熱意が無いわけではない。千歳市も含めて、この

地域で 2 軍の移転方針が出たということは、私も歓迎をしたいと思っていますし、その中

で千歳市が一つの候補地となっているというのは、光栄に思っているし、この千歳市のポテ

ンシャルというか、交通の利便性が非常にいいという、道内だけでなくて全国とのアクセス

がいいという、そういうことがやはり考慮されてのお話だと思っているので、光栄に思って

いるところです。 

 それを踏まえて、今、意見交換を行っているので、その条件がどういうものか、記者会見

では少しスケールの大きい規模感というのは伝わってきましたが、実際にどんな考えなの

か、どの程度の土地を想定されているのか、例えば駅との距離などの細部をもう少し確認を

しないと私たちも本当に検討できる内容なのかわかりませんので、今整理をして検討して

いるところです。一方で、記者発表のときに伝えられた球場と住宅地がセットという構想は

土地の広さが求められるので、市内を見渡したときに、私たちが持っている土地はありませ

んので、他人の土地なり農地ということになると土地を確保するのが大きな課題でもある

かなとは思っています。 

 

（記者） 

球団側と情報交換を重ねて、最終的に千歳市として誘致に乗り出すのか否かというとこ

ろの条件は、事業費なのか土地の確保なのでしょうか 

 

（市長） 

２つ重要な条件があって、一番はやはり土地が確保ですね。手法は別にしても土地が確保

できないと話にならないと思います。その次にどのような地元の負担があるのかというこ

と。そこの全体の事業スキームを確認する必要があるのかなと思っています。 

 

（記者） 

苫小牧市長が正式に誘致を発表しましたし、恵庭市では民間ベースで非常に熱心な誘致

活動も始まっていて、ライバル市が先に行かれているような感じを受けますが、それに関

して焦りのようなものはないのでしょうか。 
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（市長） 

焦りは特に感じていません。各市それぞれの特性もありますし、地域の色々な声もある

中で、それぞれ動かれているのかなと思っています。私も夏祭りに行ったりすると市民の

方から誘致の話を訊かれたり、市に対してもメールや手紙で誘致に関する意見をいただい

ておりますが、誘致団体が組織されたり、経済界で何か組織したりだとか、そのような動

きは今のところ確認されていない状況です。いずれにしても今、球団側とコミュニケーシ

ョンをとりながら課題を整理して、いずれかの時点でスケジュール的にも判断しなくては

ならないと思いますので、時期が来れば報告をしたいなと思っています。 

 

（記者） 

改めて、日ハムから２軍拠点の候補地として千歳市が挙げられたことについて、現時点

での市長の受け止め、それから苫小牧市長は候補地がいくつかあるとの発言もあったが、

千歳市は何か候補に適したところがあるのかを教えていただきたい。 

 

（市長） 

全体的なお話になると思いますが、今回の日本ハムファイターズの２軍本拠地移転は道

内に移転するという方針で、移転先の地域のみならず、管内全体の活性化にもつながると

いうことで、大変喜ばしいと思っております。その上で、この千歳市が候補地の一つにな

っていることは大変光栄なことでありますし、本市の空港を含めた交通の利便性、道内だ

けでなく全国とのアクセスが非常に良いということも含めて市のポテンシャルを考慮され

て、候補地の一つに加えていただいたことは大変ありがたいなと思っています。 

現在、球団との情報交換を行っている段階でもありますので、今後、市としてどのよう

な対応ができるか、色々な話をお聞きしながら、課題を整理してよく検討したいと思って

います。他のまちの動きについては、新聞報道等で確認をさせていただいていますが、各

まちの特徴を生かしたまちづくり、まちの活性化に向けてご努力されているものというこ

とで、それは各まちが一生懸命されているということで受け止めています。 

 

（記者） 

それを受けて千歳市のほうで今特に動きがあるところまでには進んではいないということ

でよろしいでしょうか。 
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（市長） 

まだ課題を整理して、今後どういう対応ができるか検討するという段階にあります。 

 

（記者） 

先月ごろから SNS 上でレラの跡地にコストコが移転してくるのではないかという噂が

見られたのですが、この話は市長のもとに入っていらっしゃったのか、またそれに向けて

市の動きなどはありますでしょうか。 

 

（市長） 

私も情報はネット情報だけですが、どうなるのかなというのが正直思ったところでありま

す。今現在まだ 3 店舗営業もされていますし、それぞれ契約に基づいて営業されていると

いう報告を受けておりますので、今後については所有者、土地の所有者も含めて、どのよ

うな活用がされるかというのは、私たちも注視していますし、必要に応じて意見交換をし

ていきたいと思っております。コストコについては、私もはっきりわかりません。 

 

4．閉会 

 

 


